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申込み、問合せは
各支部技術担当者へ

求

人

求

人

働
き
方
改
革
関
連
法
案
が
成
立

し
ま
し
た
。
労
働
基
準
法
、
労
働

安
全
衛
生
法
、
労
働
契
約
法
な
ど

労
働
に
関
す
る
法
律
8
種
類
の
改

正
が
行
な
わ
れ
、
来
年
度
か
ら
順

次
施
行
さ
れ
ま
す
。
労
務
管
理
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
年
次
有
給
休
暇
の
年
5

日
取
得
の
義
務
化
で
す
。
年
10
日

以
上
の
年
次
有

給
休
暇
が
付
与

さ
れ
て
い
る
者

は
、
毎
年
時
季

を
指
定
し
て
年

5
日
消
化
す
る

よ
う
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は

2
0
1
9
年
4
月
か
ら
施
行
で

す
。

次
に
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
で
す
。
労
働
時
間
延
長
の
限
度

基
準
で
あ
る
「
原
則
月
45
時
間
・

年
3
6
0
時
間
」
と
い
う
現
在
の

厚
生
労
働
省
の
告
示
が
、
法
律
上

の
義
務
と
さ
れ
ま
す
。
特
別
条
項

は
年
7
2
0
時
間
、
単
月
1
0
0

時
間
未
満（
休
日
労
働
を
含
む
）、

複
数
月
の
平
均
80
時
間
（
休
日
労

働
を
含
む
）が
限
度
と
さ
れ
ま
す
。

よ
っ
て
1
年
の
う
ち
少
な
く
と
も

6
カ
月
は
、
時
間
外
労
働
を
月
45

時
間
以
内
に
し
な
け
れ
ば
法
律
違

反
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
常
態

と
し
て
、
時
間
外
労
働
が
月
45
時

間
を
超
え
る
場
合
、
時
間
外
労
働

の
削
減
に
早
急
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
建
設
業
は
、
時
間

外
労
働
の
限
度
基
準
適
用
除
外
の

業
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
業
種

よ
り
5
年
先
の
2
0
2
4
年
が
施

行
予
定
で
す
。

最
後
に
、
月
60

時
間
を
超
え
る
時

間
外
労
働
の
割
増

賃
金
率
の
50
％
以

上
義
務
化
で
す
。

中
小
企
業
で
は
現
在
猶
予
期
間
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
2
0
2
3
年

4
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
は
改
正
内
容
の
一
部
で

す
。
働
き
方
改
革
は
、
企
業
規
模

に
か
か
わ
ら
ず
対
応
が
必
要
で

す
。
今
後
、
労
使
の
対
話
が
必
要

な
場
面
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

法
律
対
策
だ
け
の
表
面
的
な
も

の
と
し
て
済
ま
せ
る
だ
け
で
な

く
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
取
引
価

格
の
適
正
な
設
定
の
見
直
し
、
人

材
確
保
・
育
成
の
強
化
な
ど
の
観

点
か
ら
も
工
夫
を
行
な
う
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
、
取
り
組
む
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

特
定
社
会
保
険
労
務
士

岩
戸

左
紀

岩戸さん

【
本
部
・
星
清
志
記
】
7
月
25

日
、
第
2
回
事
業
所
セ
ミ
ナ
ー
は

「
残
業
と
残
業
代
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
、
栗
原
社
会
保
険
労
務

士
が
講
演
、
23
社
か
ら
32
人
（
本

支
部
書
記
含
む
）
が
参
加
し
ま
し

た
。講

演
は
、
「
労
働
基
準
法
に
お

け
る
残
業
と
は
」
「
36
（
サ
ブ
ロ

ク
）

協
定
と
は
」「
建
設
業
『
適

用
除
外
』
と
36
協
定
に
つ
い
て
」

「
残
業
代
と
割
増
し
率
に
つ
い
て
」

「
労
働
基
準
法
上
、
事
業
所
と
し

て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
」
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し

て
、
残
業
代
に
関
す
る
経
営
上
の

対
応
策
と
実
際
に
あ
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
事
例
も
話
さ
れ
、
参
加
者
か
ら

は
良
く
理
解
で
き
た
と
好
評
で
し

た
。
講
演
終
了
後
も
個
別
に
細
か

な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

内
容
で
は
、
建
設
業
「
適
用
除

外
」
は
、
単
に
延
長
時
間
の
限
度

の
適
用
を
除
外
し
て
い
る
だ
け

で
、
36
協
定
の
適
用
そ
の
も
の
を

除
外
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ

と
。
従
っ
て
、
業
務
区
分
や
一
定

期
間
の
区
分
な
ど
は
様
式
に
則
っ

て
協
定
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
そ
う
で
す
。

要
す
る
に
建
設
業
で
も
36
協
定

で
、
従
事
す
る
業
務
の
種
類
ご
と

に
、
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
時

間
を
き
ち
ん
と
決
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
建
設
業
は
延

長
時
間
の
上
限
規
制
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
時
間
を
大
幅
に
超
え
て
い

る
と
、
違
法
で
な
く
て
も
責
任
を

問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
そ
う
で

す
。労

働
者
の
環
境

改
善
に
向
け
て

こ
の
間
、
「
監
督
署
に
よ
る
月

80
時
間
残
業
事
業
所
へ
の
呼
び
出

し
」
や
、
「
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
悪
質
な
企
業
名
公

表
」
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
求
人

募
集
で
も
法
令
遵
守
に
つ
い
て
の

チ
ェ
ッ
ク
」な
ど
の
動
き
も
あ
り
、

こ
う
し
た
動
き
は
、
働
く
労
働
者

の
環
境
改
善
に
む
け
た
法
令
遵
守

と
い
う
点
で
重
要
で
あ
る
と
同
時

に
、
経
営
者
・
事
業
主
が
、
労
働

基
準
法
を
学
び
、
就
業
規
則
や
36

協
定
に
つ
い
て
ど
う
対
応
す
る
か

を
し
っ
か
り
と
確
認
し
、
今
後
の

経
営
計
画
・
指
針
に
生
か
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

今
後
は
、
事
業
場
に
お
け
る
就

業
規
則
の
作
成
・
届
出
、
36
協
定

の
届
出
に
つ
い
て
は
、
従
業
員
と

の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
に
も
徹

底
が
必
要
で
す
し
、
支
部
学
習
会

を
開
催
し
て
広
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

次
回
は
、
8
月
23
日
に
第
3
回

セ
ミ
ナ
ー「
労
働
基
準
法
を
学
ぶ
」

を
開
催
し
ま
す
。
6
回
連
続
講
座

「
事
業
主
知
っ
得
シ
リ
ー
ズ
」
、

次
回
セ
ミ
ナ
ー
に
も
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

セミナー2回目のテーマは「残業と残業代」

【
特
別
教
育
な
ど
】

石
綿
9
月
4
日
午
後（
火
）池
袋
、

4
2
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
・

丸
の
こ
・
熱
中
症
と
3
日
間
連
続

セ
ッ
ト
割
引
1
万
7
2
0
0
円

自
由
研
削
砥
石
9
月
5
日
（
水
）

池
袋
、
7
5
0
0
円

丸
の
こ
・
熱
中
症
9
月
6
日（
木
）

池
袋
、
7
5
0
0
円
、
丸
の
こ
の

み
4
8
0
0
円
、
熱
中
症
の
み
3

3
0
0
円
、
自
由
研
削
砥
石
と
2

日
間
セ
ッ
ト
割
引
1
万
4
千
円

職
長
・
安
全
衛
生
責
任
者
9
月
11

日
〜
12
日
（
火
水
）
池
袋
、
1
万

4
千
円

【
作
業
主
任
者
】

足
場
9
月
19
日
〜
20
日
（
水
木
）

池
袋
、
1
万
1
千
円

木
造
建
築
物
の
組
立
て
10
月
10
日

〜
11
日
（
水
木
）
池
袋
、
1
万
1

千
円

酸
欠
・
硫
化
水
素
（
暗
渠
・
マ
ン

ホ
ー
ル
・
槽
・
ピ
ッ
ト
等
で
の
作

業
）
10
月
24
日
〜
26
日
（
水
木
金
）

池
袋
、
1
万
9
千
円

【
建
設
機
械
】

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
9
月
26
日

〜
28
日
（
水
木
金
）
池
袋
（
実
技

は
板
橋
）
、
3
万
2
千
円

玉
掛
9
月
21
日
〜
23
日
（
金
土

日
）
西
多
摩
支
部
会
館
、
2
万
1

千
円

小
型
車
両
系
建
設
機
械（
整
地
等
）

特
別
教
育
（
機
体
重
量
3
ト
ン
未

満
の
整
地
・
掘
削
機
械
の
運
転
）

10
月
4
日
〜
5
日
（
木
金
）
池
袋

（
実
技
は
板
橋
）
1
万
5
千
円

【
事
業
所
向
け
】

新
入
職
者
教
育
（
法
定
の
「
雇
入

れ
時
教
育
」
の
一
部
と
、
足
場
特

別
教
育
・
熱
中
症
の
2
つ
の
特
別

教
育
を
実
施
）
10
月
3
日
〜
4
日

（
水
木
）
池
袋
、
9
3
0
0
円

【
パ
ソ
コ
ン
講
習
】

Ｊ
Ｗ
―
Ｃ
Ａ
Ｄ
10
月
2
日
〜
12
月

4
日
（
火
曜
10
回
）
池
袋
、
5
万

3
千
円

Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
Ｃ
Ａ
Ｄ
10
月
4
日
〜
12

月
13
日
（
木
曜
11
回
）
池
袋
、
5

万
8
千
円

建
築
大
工
（
正
規
）

小
林

正
壽
（
西
多
摩
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
4
5
6
―
2
1
7
5

建
築
金
物
取
付
（
正
規
）

㈱
豊
四
季
（
江
戸
川
支
部
）

☎
6
7
5
5
―
2
7
2
1

現
場
管
理
、
大
工
（
正
規
）

北
村
住
建
㈱
（
葛
飾
支
部
）

☎
5
6
7
1
―
1
0
8
0

施
工
管
理
（
正
規
・
請
負
）

㈱
ル
チ
ル
開
発
（
練
馬
支
部
）

☎
3
8
6
7
―
0
6
2
1

土
木
、
道
路
切
断
業
、
営
業
〈
事
務
〉

（
正
規
）

㈱
大
鐘
カ
ッ
タ
ー
工
業
（
文
京
支
部
）

☎
6
4
5
1
―
7
0
9
8

内
装
仕
上
工
事（
正
規
・
短
期
・
請
負
）

環
境
ス
ペ
ー
ス
㈱
（
渋
谷
支
部
）

☎
5
7
9
5
―
1
2
1
5

土
木
作
業
員
（
正
規
）

㈱
豊
和
技
研
（
西
多
摩
支
部
）

☎
0
4
2
―
5
1
1
―
4
2
8
7

設
備
配
管
（
正
規
）

㈱
上
原
設
備
（
府
中
国
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
4
0
0
0
―
9
4
3
9

給
排
水
設
備
（
正
規
・
短
期
）

ｅ
設
備
（
葛
飾
支
部
）

☎
5
6
7
8
―
6
5
4
0

左
官
工
（
正
規
）

㈱
梅
木
組
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
5
7
6
―
7
3
6
4

給
排
水
衛
生
（
正
規
）

㈱
染
矢
設
備
工
業（
小
平
東
村
山
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
3
1
1
―
4
8
6
4

タ
イ
ル
工
（
正
規
）

石
塚
ｔ
ｉ
ｌ
ｅ
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
9
0
―
3
9
1
6
―
0
0
8
0

左
官
、
外
構
、
タ
イ
ル
（
正
規
）

大
塚
左
官
工
業
（
西
多
摩
支
部
）

☎
0
8
0
―
6
7
1
3
―
8
4
4
0

電
気
施
工
管
理
（
正
規
）

高
野
電
気
工
業
㈱
（
葛
飾
支
部
）

☎
3
6
9
6
―
0
7
4
1

土
木
施
工
管
理
（
正
規
）

㈱
岡
田
建
興
ジ
ェ
イ
シ
ー（
葛
飾
支
部
）

☎
5
6
2
9
―
5
4
7
1

Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
、現
場
監
督
、大
工（
正
規
）

㈲
オ
ー
ケ
イ
ホ
ー
ム
ズ
（
葛
飾
支
部
）

☎
3
6
9
7
―
2
7
1
4

内
装
、Ｌ
Ｇ
Ｓ
、ボ
ー
ド（
正
規
・
請
負
）

㈱
Ｍ
's
建
工
（
足
立
支
部
）

☎
0
9
0
―
7
6
3
4
―
9
7
2
9

配
管
工
、土
木
工
事
主
任（
正
規
・
短
期
）

㈾
末
広
（
足
立
支
部
）

☎
5
8
3
7
―
4
6
4
9

空
調
ダ
ク
ト
（
正
規
）

Ｅ
Ｆ
Ｃ
（
板
橋
支
部
）

☎
0
8
0
―
3
0
9
1
―
5
6
7
1

型
枠
大
工
（
正
規
）

㈲
盛
澤
工
務
店
（
葛
飾
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
9
4
8
―
1
9
2
5

鉄
筋
工
（
正
規
）

㈱
ネ
ヘ
ミ
ヤ
（
練
馬
支
部
）

☎
0
9
0
―
8
5
1
6
―
2
3
6
4

３６（
サ
ブ
ロ
ク

）協
定
な
ど
学
ぶ

事 業 所
セミナー

建
設
業
も
残
業
は
割
増
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改
革
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わ
る
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業
規
模
問
わ
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要
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